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地震波干渉法による地下構造の評価
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地震波形の自己相関関数を求め，その相関値と地下の構造を対応させることで地下構造を推定する「地震波干渉法
（Seismic Interferometry）；SI法」が近年注目されている．たとえば，Chaput & Bostock(2007)では，深部低周波微動を記
録した地震波形記録に SI法を適用し，深部低周波微動発生域の上部に反射面の存在を示唆している．一般にSI法によっ
て検出されたフェーズは，地下の反射面として解釈される．地中を伝搬する波群は直達波と地下構造を反映した波（反射
面によって反射した波など）が時間遅れ（lag）をもって地震計に到達する．直達波と反射波は本来同じ波形をしている
ため自己相関関数では高い相関値をもつことを SI法で利用しているためである．さらに地下構造自体の推定だけではな
く，高い相関をもったフェーズの時間変化に注目することで地下構造の時間変化を求めようとする研究も行われている．
たとえば大見・ほか（2007）では，2007年能登半島沖地震の前後の自己相関関数に注目し，地震前後での地下構造の変
化を検出している．この研究では，地震計鉛直成分の長時間記録を用いているため，雑微動解析や表面波解析のように定
在波として存在しうるような大きな水平地下構造が仮定され，その反射面の深さは P波速度構造と lagから推測される．
このように，処理が容易な地震波形の自己相関関数を求めることのみで簡便に地下構造を推定する方法であるSI法は地下

構造探査法として有効であると考えられる．本研究では，このSI法をさらに発展させ，容易かつ詳細に地下構造を推定する
手法，「地震波干渉法による地下構造の評価法（Seismic InterferometryTomography for theEstimation of tectonicStructure）;
SITES法」を提案する．SITES法ではまず 3成分の地震波形記録から，任意の方位（鉛直面内：3°，水平方向：9°間
隔）の地震波形記録を合成する．この方位に対して振動し伝搬する波群，つまり P波の伝搬として SI法を適用する．高
い相関値をもつフェーズは，鉛直記録のみを用いた SI法と同様にその方位の lagだけ離れた位置に層構造；反射面があ
ることを示唆する．このようにして計算した多数の自己相関関数を面上に図示することによって空間的な広がりも含め
議論することが可能となる．

SITES法は，地震波形記録の自己相関のみを用いる SI法の特徴を保持しているため，適用する地震波形を取得した地
震計の特性はあまり問題とならない．そのため，短周期の地震計を用いて解析することも可能である．また，単一観測
点の地震波形記録からでも適用が可能であり，簡便な地盤構造の推定法としても利用可能である．当然多数の観測点記
録を重合すれば，より詳細で高精度な推定も可能となる．ただし，伝搬速度の異なる波群（たとえば，表面波）の影響
を取り除く必要があるため，大きな lagをもつような長期間（＝遠距離の構造）の解析には向かない．

発表の際には，断層を横断するように高感度加速度計を設置した，東濃地震科学研究所加子母超高密度地震観測網（大
久保・ほか，2006）の記録を用いた解析結果を示す．この地域は日本有数の活断層である阿寺断層があり Okuboet al.
（2003）などによって地下構造が詳しく報告されているため，SITES法のテストケースとして適している．実際の観測記
録と地下構造が既知の地域で SI法ならびに SITES法を適用することで，それぞれの手法の妥当性も検証する．
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